
講　　師

9:00 ①小児の呼吸器の発達と解剖生理特性について

10:00

10:10 ①呼吸不全の病態（発達・解剖生理）

②在宅ケアに用いる人工呼吸器について

③機械的咳介助・IPV・用手的加圧・

12:10 　吸引器の使用方法と注意事項

13:30 ①フィジカルアセスメント

（視診・触診・聴診・打診）

②体位排痰法

③呼吸介助手技

④人工呼吸器の取り扱い方法

＊質疑応答

17:00

9:00 ①救急対応システム

②BLS

③本院へ入院してくる重症児事例

10:00

10:10 ①子どもを支援するための療育概念

②発達支援とは

③重症児の身体的特徴と生活支援

④制度（在宅支援に関する制度）

12:10

13:30 ①ポジショニング

②変形拘縮予防

③福祉機器の紹介

＊質疑応答

16:00

発達支援と生活支援

九州中央
リハビリテーション学院

浪本　正晴 先生

実技

九州中央リハビリ学院
浪本　正晴 先生

くまもと江津湖療育医療センター
本田　洋一 先生

（実技補助 小児班）

呼吸障害の特性と
呼吸ケアに関わる機器

おがた小児科・内科医院

上田　恵理奈 先生

呼吸理学療法の
理論と実技

おがた小児科・内科医院
上田　恵理奈 先生

谷川　章太郎 先生（OT）

熊本大学付属病院
　大場　蕗子 先生

（実技補助　呼吸班）

10/28（日曜日）

救急対応
熊本地域医療センター

柳井　雅明 先生

在宅で生活する障害を持つ子どものリハビリテーション

研修内容とスケジュール

10/27(土曜日)

在宅ケアが必要な小児
の疾患について

熊本大学医学部付属病院　小児科　特任
教授

小篠　史郎 先生

②在宅ケアが必要な子どもの疾患について


